
生きるヒント （NO3） 癒しの力を得るための 12のレッスン 

                               五木寛之 Gakken 

１． 楽しむ～人生の暗愁を癒してくれる一番効果的な方法は楽しみの達人のハッスル

“気”をシャワーのように浴びること「フクちゃん」で一世を風靡した名作の漫画家 

横山隆一さんは文化功労者にも選ばれてお目にかかった時 85才を過ぎておられた

のに、みじんも老人臭さがないばかりか少年のような、という表現がぴったりする方で

“日々楽しく生きる達人”のようでした。遊び心にあふれ、決して威張らない友のよう

な“楽しみの気”がこちらの“気”を共振させるとても不思議な感覚です。 

今日まで歯科医でレントゲンを撮って以来、約 60 年間正式に病院とは無縁で過ぎ

決して健康ではありませんが私に今日まで“楽しみの気”を分けていただくことが僕

の治療法です。 

２． 知る～僕は怠け者ですが本だけは読む方です“心の鱗が落ちる”ような感動に揺り

動かされます、日本民芸館の初代館長・柳宗悦さんの「心うた」という不思議な本で

見テ 知リソ  知リテ ナ見ソ＝見てから知るべきで、知ったのちは見ようとしないも

のと深い意味がありそう。おのれの直観を信じて感動しよう、というのです。作品に対

するのはただ一人の自分の感性を信じつつ、なお一般的な知識や他の人々の声に

耳を傾ける余裕と感性、更にもっと注意すべきことは安易にマスコミから流れる情報

を鵜呑みにしない事です。 

３． 叱る～人間関係は上下のないフラットなものでありたいと願うから叱る事も叱られるこ

とも嫌いです。今後は世代間の大きな対立が世の中を動かしていくのではないか、

多数の高齢者と少数の若者たちが激しくぶつかり合う時代が迫っているように感じら

れる、難しい世の中になりそうな予感がしてならない。 

４． 惑う～世界全体が惑っているような時代でどう生きればいいのか、惑いこそ再生へ

の大いなる＜陣痛＞と考え、それをじっくり味わうのが大切なのではないか。 

５． 味わう～限られた寿命の中で大事なことは、何事によらず 1 つずつの行為を十分に

味わいながらその一瞬を大切に過ごす事、それが本当に大切に思われてならない

ことです。 

2013年発表の宗教家の平均寿命は 1位で約 80才、2位政治家約 75才、大学教

授約 74 才、企業家約 73 才、小説家約 63 才と僕たちの持ち時間はそう長くないの

ですから一瞬一瞬の行為をじっくり・充分に味わって生きる事の重要さが改めて感じ

られる、味覚や視覚だけでなく五感のほかに更に予感（第六感）など「ああ自分は本

当に生きている！と全身で感じる瞬間！そういう一瞬を出来るだけ多く持ちたい」 

物理的な時間は一定ですが人間個人の時間は対し方によって延び縮みする、一瞬

が永遠にもなり、1 日が 1 年にもなりうるのです。そんなふうにかんがえるようになって



から自分の残り時間があまり気にならなくなってきました、味わうという事はそんな凄

い力が潜んでいるのです。 

６． 尽くす～人に尽くすということは、結局は自分の為、自分が好きでしている人だという

こと、すると自分で決めた以上は「させていただく」という謙虚な気持ちが大切なんで

しょうね、物乞いの人達に施しをしたときは、自分に行をするチャンスを与えてくれた、

その人に合掌して頭を下げ、黙って受け取って去っていく姿に感謝しつつ見送らな

きゃあいけない、尽くす対象がある事に感謝しつつ自分もそれを楽しみながらするこ

とが理想でしょう・・・ 

７． 堕ちる～昇る事もない代わりに堕ちる事もなく、それでも「山のあなたになほ遠く“幸

い”住むと人の言う」という言葉をどこかで信じている私たち、そんな生き方も又それ

はそれで人間らしい生き方に思えてくるのです。 

８． 闘う～病気と“闘う”と云いますが僕はそのことに違和感を覚えています、病気は身

体が発する警戒警報だとすると、それは闘い叩き潰し、征服するというには思いたく

ないなと考えて今日までやってきました。 

９． 囃す～自分自身を囃し、自分自身に相槌を上手だ、と言えるようになった時、私達

は孤独の中でも明るく生き生きとした表情で暮らせるかもしれない、と考えるのです。

解説というのは批判よりももっと高度で、もっと難しい仕事やもしれないだろうか・・・ 

何故なら読者は一つ作品を読んだ後で必ず解説に目を走らせる。解説が必要なら

食後のデザートの様な後味を充実させ楽しさを倍加させることが出来れば素敵だと

思う、買い手と読み手が一期一会の出会いをして、そこに思いがけない奇跡のよう

な事が起こった、というのが本当の意味での読書体験なんじゃないだろうか、人を

勇気づける対話、解説、読書も、つまるところは人間同士の対話なんですね！ 

１０．物覚えの悪い僕は或る時自分の頭を小さな穴が開いたバケツだと考える事にしま 

した、記憶や知識がたまらず、いつでもこぼれ落ちているから何時でもそこに新しい 

水を注ぐことが出来る事、子供のころから物覚えが悪く 50歳を過ぎるころから、更 

に自分でも呆れるほどの状態になってきましたが楽観的に受け止める事にしました。 

１１．許す～癌で亡くなった友人は素晴らしい秀才で几帳面な紳士でしたが検診でガン 

が発見され半年もならずに死んでしまいました。生前にあまり酒をたしなまない彼と 

めずらしく長く酒場で過ごし、ふっと彼が言いました、俺はどんなに家に帰るのが遅く 

なっても必ず日誌をつける、 1日の内、１つぐらいは許せないことがあるだろう！ 

だから日誌に書きとめ生涯忘れない、どんなことがあってもこの相手だけは絶対に 

許さない、とね、書いてしまうと少し気が楽になり、もう何十年と書いてきたからノート 

が背丈ぐらいになってしまった。 

その場で友人の気持ちをほぐそうとしたが無駄で ＜そんな風じゃあ長生きできない

ぞ＞と、彼に捨て台詞を云ってしまった。だったらどうするのか＜忘れるしかない＞と

いうのが僕の今の考えです、せめて笑うことです。 



１２．悩む～人生で悩みが尽きないのは人間がその生をおえる時かもしれません、いや 

その死さえも一つの大きな悩みです、他人に言えない悩みがいくつもあります。男性 

のストレス解消法の第一は「寝る」第二は「酒」第 3はなんと「テレビ」女性の場合、第 

1 位は「睡眠」第 2 は「買い物と外食」第 3 は「雑談」そして「カラオケ」男性比べて 

かなりエネルギーがある。悩むときは悩むしかない、せめてできる事は肩を落として 

  あ～あ！と、深いため息をつくと、少しだが軽くなった気がするから不思議です！ 

 

                                                           ( NO3 完 ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


